
西高東低の改善
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a.2011年に急増
2009＝56.1％／ 2011＝79.3％／ 2013＝76.8％

b.2013年には、西で伸びた
近畿；53.2％ ⇒ 69.9％ ⇒ 74.9％
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a.近畿地方で48.5％が直後に入手
b.要望に大きな変化は認められない。
・具体的な行動指針も26.8％から28.4％へと微増
・近畿で伸びた訳ではない。30.3％ ⇒ 31.4％
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a.9割前後が、空振りがあっても、発表すべき
2012＝86.2％ ⇒ 2013＝86.2％

b.近畿も変化なし。 2012＝85.1％ 2013＝84.1％
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